
( 土 ) 天候 晴れ 29.7 ℃（8時現在） JA全農いわて 園芸部

品目 都中央計 前日 前日比 前年 前年比

きゅうり 239 240 100 248 96

トマト 216 204 106 216 100

ピーマン 104 85 121 87 119

なす 131 117 112 135 97

だいこん 453 292 155 335 135

キャベツ 641 679 94 735 87

レタス 259 252 103 331 78
ねぎ 172 157 110 133 130

計 4,914 4,572 107 4,820 102 ※連休に絡み前年実績は参考値です
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本県産大田市場品目概況 他県産大田市場品目概況（参考）

品目 品目

きゅうり 5㌔ ＡＭ B袋 ♯ きゅうり 福島 5㌔ AM 近在 ♯
トマト 4㌔ ＡＬＭ １㌔ ♯ トマト 北海道 4㌔ ALM 青森 ♯

ミニトマト 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ ♯ ミニトマト 福島 200㌘ ＡＭ 青森 ♯
ピーマン 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ♯ ピーマン 茨城 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ♯
な　す 4㌔ AL B袋 ♯ なす 群馬 400㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ ♯

キャベツ 10㌔ ＡＬ ♯ キャベツ 群馬 10㌔ ＡL 長野 ♯
だいこん 10㌔ ＡＬ ２L ♯ だいこん 青森 10㌔ ＡＬ 北海道 ♯

ほうれんそう 170㌘ ＡＭ ♯ ほうれんそう 群馬 200㌘ ＡＭ 露地 ♯
レタス 10㌔ Ａ16 レタス 長野 10㌔ ＡＬ

アスパラガス 100㌘ ＡＬ ♯ アスパラガス 長野 100㌘ ＡＬ 九州 ♯
ねぎ 5㌔ ＡＬ束 Ａ2Ｌバラ ♯ ねぎ 秋田 5㌔ AL束 ２Lﾊﾞﾗ ♯

ズッキーニ ２㌔ ＡＭ △ ズッキーニ 長野 ２㌔ ＡＭ △
生しいたけ 100㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ2㎏ ♯ 生しいたけ 秋田 100㌘ ＡＭ ♯
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東北産・近在産中心の入荷となり、秋商材への棚替えから発注が増えており、相場はバラ品で「強もちあい」となった。

販売状況は、連休需要が絡んだ中で入荷量も少ない状況であり、相場は野菜全般に「もちあい～強もちあい」となった。

本県産・東北産は少なめの入荷、後続の茨城産の入荷は増量傾向であるものの、全体としては不足感が続いているため、相場は「もちあい」となった。

近在産中心に少ない入荷となったが、量販店からの発注も落ち着いており、相場は「もちあい」となった。

群馬産中心の入荷となったが、降雨によりやや入荷量減少し、相場は「強もちあい」となった。

近在産・福島産・本県産中心の入荷となり、連休の特売需要はあるものの、抑制作の下位等級品の入荷が多く荷動きは鈍いことから、相場は「もちあい」となった。

東北産中心の入荷となったが、連日の暑さから荷動きは鈍いものの入荷量が落ち着いていることから、相場は「もちあい」となった。

令和6年9月21日
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入荷状況は、夏秋作と秋冬作の品目が移り変わるタイミングであることと、週末の降雨により野菜全般に少なめの入荷量となっている。
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近在産・本県産中心に夜温の低下から入荷微増となり、これまでの高値からやや荷動きは鈍いものの、相場は「もちあい」となった。

概況

全　般

関東近在産が増量傾向での入荷となったが、北海道・東北産も含めた全体量は多くはないため、相場は「強もちあい」となった。

北海道・東北産中心に少ない入荷が続いている中、関東近在産も数量落ち着いたことからバラ品を中心に不足感があるため、相場は「強もちあい」となった。

い わ て 純 情 野 菜 市 況 速 報


